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最近農薬が付着あるいは混入している食品の例が報道され，その分析結果が同時
に報道されている。しかしながら，どのような方法で分析が行われているのかは知
られていない。また，分析結果の数値は有効数字を考えていないものが報道されて
いる。
微量分析にはどんな方法があり，今回のようなケースはどんな方法が使用されて
いるか，その精度はどのくらいか，発表の数字は今のような表現でよいのかなどを
分析分野の専門家が解説する。

今年，本誌の表紙を飾った図は，ボイル（Robert Boyle, 1627―1691）の処女作，「空
気の弾力とその効果に関する物理学的力学的新実験」（New Experiments Physico-
Mechanical, Touching The Spring of the Air, 2nd ed., London, 1662）中の「フラン
シスクス・リヌス（Franciscus Linus, 1595―1675）に向け，わが物理学的力学的
実験の解釈の正しさを主張する」という項に記載されています。Fig. 5 に描かれた
J字管は短い方の口が閉じられています。長い方の口から水銀を入れ，その水銀柱
の高さ（圧力，P）と短い方に閉じ込められた空気の高さ（体積，V）の掛け算が
一定であることから，“PV＝一定”というボイルの法則を証明しました。

57 巻　表紙の言葉


